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FROM OUR
DIRECTOR

心をこめて

Danna Moore（ダナ・ムーア）
グローバルオペレーションディレクター

　今年、Project AWARE®は25週年を迎えます。
これまで成し遂げたことを振り返れば、私達の世
界的コミュニティにとって、これはまさに胸を張れ
ることです。草の根で始まったProject AWARE®
は、私達の海の惑星の未来のための世界的運
動へと成長してきました。私達は、力を合わせ
ておよそ100万種ものゴミをきれいに片付け、サメ
とエイの保護を求める長い歴史のある私達の声
を結集し、また、世界中で300以上のダイブサイト
を対象にしてきました。本年は、6,000人以上の 
AWAREダイバーが70カ国以上の国々で行動を起
こし、きれいで健全な海を目指しました。

　水中を冒険する者として、他の人達は見られな
いものを見ることがよくあります。乱獲や汚染、気
候変動などによって水生生物にどれほど急激な
変化が起こりうるのか、この星の生命にとって死
活である海洋生態系をどれほどひどく破壊して戻
せなくなっているか、ということを目にするので
す。ボランティアのAWAREコミュニティは、水中で
何が起こっているかを陸でも見られるようにし
て、海洋に対する独自の声を届けています。

　2017年に、私たちは、ますます成長する市民科
学プログラムをさらに前進させるテクノロジーに
投資しました。献身的なボランティアのニーズに応
えて、世界中のDive Against Debris®参加者が情報
を簡単に記録できる、新しいスマートフォンアプリ
をリリースしました。Dive Against Debris® 調査
は、海洋汚染を量的に少なくするだけではなく、
水中ゴミの世界的なデータベースをも構築してい
ます。それによって、私達はパートナーと共に、き
れいな海を取り戻そうという声を上げることがで
きるようになりました。昨年はまた、引き続いてサ
メとエイの乱獲に反対する声を上げています。

　教育することと周知することを通じて、私達は、
「サメ製品の世界市場の状態（State of the Global 
Market for Shark Products ）」にさらに注目を集
め、最も傷つきやすいサメのいくつかの種をサ
ポートする声を結集しました。また、サメとエイの
観光を行っている人向けのガイドラインも世界で
初めて発表しました。責任を持ったサメとエイの
観光：最善の方法の指針（Responsible Shark 
and Ray Tourism: A Guide to Best Practice）で
す。

　ここで取り上げたものは、健全な海を取り戻す
ために私達と一緒に闘ってくれる情熱に溢れた仲
間のコミュニティがなければ達成できなかったも
のを、ほんのいくつか挙げたに過ぎません。

　私達は、自分たちが達成したものを誇りに思っ
ています。次の25年に向けたビジョンを作るにあ
たって、あなたの海の冒険への情熱と海洋保護
という目標をつなげたいと思っています。フィン
をつけても、そして、フィンを脱いでも、いつでも
行動できるようにしておきましょう。

　共に私達はProjectAWARE®なのです。そこは保
護が冒険と出会うところです。
Where Conservation Meets AdventureSM

 ディレクターからの手紙



Who WE ARE  Project AWEREの紹介

　Project AWARE® なら、未来を信じられます。もはや海を守らなくてよくなる未来を信じられます。
私達は、海の冒険を求める情熱と海洋保護という目標を結びつけ、長く続く変化を作り出します。

　Project AWARE® が、働きかけたいと思っている重要な場所は、コミュニティと政策の 2つです。
私達のコミュニティがフィンをつけても、また、フィンを外しても行動できるように、私達はサポート
しています。また、こうした行動を政策とリンクさせれば、きれいで健全な海を取り戻す私達の
ビジョンへ向かって進むことができます。

　私達は、冒険のコミュニティから力をもらう海洋保護の世界的な運動です。そこは保護が冒険と
出会うところです（Where Conservation Meets AdventureSM）。

最初で唯一の
海洋ゴミ調査を作成

300以上のダイブサイトが対象

DIVE AGAINST DEBRISTMを通じて
海洋ゴミに取り組む責任を果たして
世界の70の国々で6,000人のダイバー
が行動

12万人以上のダイバーと
海洋愛好家が、
サメとエイの歴史ある
保護の声を結集

18万以上の冒険者たちの
AWAREコミュニティの
立ち上げ

世界中で、
冒険者たちが
15万以上の

自然保護活動に参加

DIVE AGAINST DEBRIS®
モバイルアプリをリリース

海洋から
100万ものゴミを
回収
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A globalVOICE

448,225 $163,762.68

21,042

224k
89.9k

23,000
38.5k

2017年にウェブサイトを
見た人たち

Facebookフォロワー 

Instagram フォロワー

2017年のYouTubeビュー数、2008年に
チャンネル配信以降では、178,919ビュー。

Twitterフォロワー

2017年にMy Oceanに記録された保全活動。 
2011年以降では、174,512

オンラインでの寄付の増加

facebook.com/ProjectAWAREFoundation

@projectaware

@projectaware

をフォローしようProject AWARE®

　ものすごく多くの困難があったにもかかわらず、ともにする海洋への情熱と、どんな小さな活動でも
海洋保護のためになるという信念で、私達はひとつになっています。オンラインとオフラインの両方で、
私達は、海洋保護という目的を伴った冒険への情熱を呼び起こし、つなげ、集めるのに必要な諸行動を
応援し、周知し、創り出し、シェアしています。 私達は海洋に味方する世界的な声ですし、このインパクト
のあるレポートは、私達の声を見事に示しています。

世界の声



OF ACTION

 

1989

1992
1996

2007

1994 - 2008

2006 - 
2013

25年にわたる活動

　25年以上にわたって、私達は海洋が直面している脅威に応えてきました。そして、信じられないような成果もいくつ
か達成してきました。こうした勝利は、私達のAWAREコミュニティで共有されています。みなさんがProject AWARE®を
みなさんの保護活動の一部として取り入れてくれたことに対して、すべての人に感謝いたします：

　私達はサメとエイを保護する運動のために漁業管
理を変えようと動きだしています。6年にわたるパー
トナーたちとのキャンペーンや公的サポート、保護の
取り組みによって、2013年にヨーロッパ連合のフカ
ヒレ捕獲禁止令の抜け穴を塞ぐことができました。
EUのフカヒレ捕獲禁止令は世界で最も緩いもので、
また、EUはアジアへの最大のフカヒレ輸出者のひと
つでした。

　Project AWARE® Founda-
tionは、501（c）3登録非営
利団体として設立されまし
た。すぐに、連合王国（イギ
リス）、スイス、オーストラリ
アに登録慈善団体として設
立され、日本ではボランティ
アオフィスとして設置されま
した。

　他ならぬこの年に開始し
たProject AWARE®の助成金
プログラムは、2011年までに
総額US $500万以上を、少額
の助成金として世界中の意
味のある調査研究やコミュ
ニティの行動プログラムなど
に提供しています。

　初めてのPADI® AWAREデザインカー
ドによって、熱心なダイバーの寄付が
可能になり、Project AWARE®での保護
活動をサポートする頼みの綱になって
います。今日まで、PADI® AWAREデザイ
ンカードへの自発的な寄付がProject 
AWARE®の基金の主な収入源になって
います。

　サンゴの健全性と
白化現象をモニターす
るのに、私達は世界中
でダイバーとスノーケ
ラーを巻き込んでい
ます。

　Project AWARE® は、ダイバーに参加して
もらい、海洋ゴミのデータ収集を行なって
います。例年の「国際クリーンナップデー」に
ダイバーが集めたデータは、海岸や水中環
境に影響する海洋ゴミの脅威に反対する世
論を世界中で集める初めての試みの一部
でした。

　サンゴ礁がますます減少し、サメの生息数
も減っていることを考えると、自然保護は今も
なお直ちに世界で行動すべき問題となってい
ます。それに応えて、Project AWARE® では、最
も差し迫った海洋問題のいくつかに関しての
教育と認識をするためのキャンペーンを開始し
ています。Protect the Sharks（サメの保護）、
Protect the Living Reef（生きているリーフ
の保護）、The Whale Shark Project（ジンベ
イザメプロジェクト）、 Go ECO、Sustainable 
Fisheries（継続可能な漁業）、AWARE Kids な
どです。Project AWARE® キャンペーンは、新し
い PADI®スペシャルティ・コースと一体になっ
ていて、これには Fish Identification（魚の見
分け方）および Coral Reef Conservation（サ
ンゴ礁の保護）も含まれます。

　私達の海洋保護の冒険は、ひとつ
のプロジェクト（80年代末にPADI®
で私達のパートナーたちが始めた環
境に対する倫理）として始まりまし
た。1989に始まった、「ダイバーにで
きる10の方法」（現在は「海の惑星
を守るためにダイバーにできる10の
こと」）、その後の数10年に渡って
保全のための教育とトレーニングを
下から支えています。

25 Years
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2011 - 2017

2016

2008

2012

2013 - 2016

2014

2017

20142014

　海洋保護運動であるOne Dive At A 
TimeSM（1回に1ダイブ）は大きなうね
りになっています。その種のもので、世
界初で唯一の水中ゴミ調査が始まりま
した。これはデータになっていて、その
中には、様々な種類の、ほとんど100
万個にもおよぶ量がこれまでに水中で
見つけられて回収されているものも含
まれます。

　私達は世界中のカギとなる関係者と共同し、The Honolulu 
Strategy（ホノルル戦略）を作りました。海洋ゴミを防ぎ、管理
するための世界的枠組みです。私達の世界的なダイブコミュニ
ティは、2011年から2017年まで、「移動性野生動物種の保全
に関する条約（CMS：the Convention on the Conservation 
of Migratory Species of Wild Animals）」と34種のサメとエイ
に拡張されたCMSの公約を受けて、マンタの保護を手伝って
います。

　Dive Against Debris®の世界中の取り組みも、双
方向のオンラインマップで視覚化され、水面下で見
つかった廃棄物がますます大きな問題になっている
ことを白日のもとに晒しています。

　新しいDive Against Debris®のモバイルアプリは、
あなたのスマートフォンを海洋保護のツールにしてく
れます。世界最初のサメとエイの観光ガイドが開始さ
れ、Project AWARE®は、国際連合の「持続可能な開
発目標：Sustainable Development Goals」を、責任を
持ってサポートしています。海洋保護の新しい高まり
が始まっています …

　世界の海洋保護の協議事項
を設定する貢献をしました。国
際自然保護連合（the Interna-
tional Union for Conservation 
of Nature :IUCN）に加入しまし
た。

　私達のコミュニティは世界全体に呼びか
けて、オーストラリアにおける世界最大の
海洋保護区ネットワークを設立する手助け
をしました。私達は、さまざまな会社や
NGO、諸政府と一緒に主体的に活動し、世
界的な海洋ゴミの危機を長期的に解決す
ることを支持しています。私達は、あなた
の声と独自な観点をその討論にもたらし、
また、2012年に「海洋ゴミやガラクタのな
い海を目指す世界パートナーシップ同盟
（Global Partnership for Marine Litter 
and the Trash Free Seas Alliance）」に、
2014年に「海洋ゴミ行動ネットワークおよ
び危機にある海（the Marine Litter Action 
Network and Seas at Risk）」に、2015年に
「世界ゴーストギアイニシアティブ（the 
Global Ghost Gear Initiative）」などに加入
しました。

　Ocean Action Projectを開始し、カギと
なる重点領域に対処する革新的で目的追
求型の草の根プロジェクトを強化しまし
た。成長を続ける私達の運動のサポートと
して、2013年に、そして再び2016年に、こ
の危うくて極めて価値ある種に対して確
実に貿易コントロールがなされるようにな
り、サメとエイの保護における歴史的な前
進を勝ち取る助けになりました。

　Global Adopt a Dive Site™（世
界・ひとつのダイブサイトを選ぶ）
イニシアティブが開始されました。
現在までに、世界中の300以上の
献身的なダイブセンターとリゾート
がDive Against Debris®を通して自
分たちの愛するダイブサイトの、現
地での継続した保護とモニタリン
グに係わっています。



COMMITMENTS

世界的規模で、破棄された
漁具に取り組むことで ‒  
複数の関係者のパートナーシップ

世界的な海洋ゴミの危機に
取り組むことで ‒ 
市民による

水中の科学的知識  

サメとエイの
輸出入制限 ‒  

危うい種を
保護するための政策 

私達の世界的なコミットメント

　2017年に、国際連合（UN）は「持続可能な発展目標14 “水の下の生命”（the Sustainable Development 
Goal 14 “Life Below Water”）：持続可能な発展のための海洋、海、海洋資源の保全と持続可能な使用のた
めに」実施をサポートする「自発的なコミットメント（Voluntary Commitments）」を呼びかけました。

　AWAREコミュニティを代表して、また、自然保護のパートナーたちと協力して、私達は海洋に対する私達
の約束を再確認し、UNの#SaveOurOceanの呼びかけに応えています。次のような取り組みです。

「グローバルゴーストギアイニシアティブ」の
メンバーとして、私達は、失くした漁具
および廃棄された漁具による
危険な影響に対して、
海洋の健全さと生産性を
保護するように主体的に
取り組んでいます。Project AWARE®は、

スクーバ・ダイバーを
動員して、

水中で見つけたゴミを
回収し、記録し、報告し、

また、そのデータギャップを
埋めて計画的な
変化に影響を

与えるようにします。

サメ保護のパートナーと協力して、
私達は「地域漁業管理組織（RFMO）」を通して
サメ類の未来を保護する政策を追求して、
積極的に活動しています。

　私達はこうした責任をもった実行を2017年の 国連海洋会議で表明し、私達の海洋、海、
海洋資源の持続可能な管理と保全を目指す世界的な突破口を示すことになりました。

25 Years

Our global
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TACKLING 
MARINE DEBRIS

MOVEMENT

コミュニティの行動

彼らが釣って、僕らは掃除
- Frederic Ihrsen（フレデリック・イールセン）

きれいな海　海洋ゴミへの取り組み

高まりゆく市民の科学運動

　海の惑星が直面している最大の脅威のひとつが
海洋汚染です。海洋ゴミ（私達人間がゴミを作り、
それが主として陸から海洋に入ったもの）は、海に
生きるものと人間の健康に長期にわたる影響を与
える、極めて悪質な汚染物質です。

　プラスチック汚染は特に費用がかかり、推定で毎
年の環境被害は、USドルで、130 億ドルにも達しま
す。海洋動物がその矢面に立ち、絡まってしまうこ
とも、プラスチックを食べ物だと間違えてしまうこと
もあります。そうなると致命的結果になるおそれが
高いのです。

　ダイバーやスイマー、海岸に行く人達は、海洋ゴミ
やその毒素に触れて直に危害を受けることも考え
られます。世界的な海洋ゴミの危機の規模は、顔を
背けたくなるほどひどいものですが、私達にはそれ
を変化させるだけの力があります。

　水中での行動でこの脅威に取り組むために、
Project AWARE® は 2011年に、最も重要なクリーン
オーシャンプログラムである Dive Against Debris®
を作成しました。このプログラムはその種の初めて
で、唯一の海洋ゴミ調査で、極めてうまく私達のコ
ミュニティを市民による科学に参加させています。
ダイバーたちはこれまでも常に積極的にゴミの回収
に関わってきていましたが、永続的な変化をもたら
すのに必要な証拠を確実に積み上げるには報告シ
ステムが必要でした。

私たちが行なったのは、まさにそれでした。始めたの
は6年前ですから、Project AWARE®の情熱的なボラ
ンティアネットワークは、フィンを履いてゴミを回収
し、また、フィンを脱いでこの非常に貴重なデータを
報告することによって、紛れもないインパクトを与え
てきました。ひとまとまりのデータとしての質が確実
に高くなるように、献身的な AWARE スタッフがひと
つひとつのレポートを確認して処理しています。10
ページに掲げたデータはそうした作業の結果で、こう
したデータがあればこそ、私たちは健全な市民の科
学に基づく方針による取り組みを優先させることが
できるのです。

　ダイビングする度に、イールセンは 0.5 リットルの
プラスチック容器を腰に付け、泳ぎながらゴミを集
め、1回のダイビングで平均して2～ 4ポンド（約1
～2 キロ）のゴミを回収します。彼が拾うゴミの大半
は釣り針と釣り糸です。というのは、ノルウェーのサル
ストラウメンは活気に満ちた漁業で有名だからです。
しかし、経験のない観光釣り客が大量に流入して、慣
れないところで魚を釣ろうとするので、繁茂している
ケルプベッドに釣り針や釣り糸がすぐに引っ掛かり、
たいていは、地域の強い潮汐のために海に持って行
かれてしまうのです。イールセンとサルトストラウメン
の友人であるディックカンプ（Dykkecamp）は、なく
なった釣り針を海から回収して陸でリサイクルしよう
と決意しています。Dive Against Debris® のモバイル
アプリを使って、イールセンは現在までに100以上
の調査を提出しています。

　　 標語（彼らは釣って、僕らは掃除）が広まるよう
に頑張っているんだ。お客さんみんなにどんなにた
くさんあるか見せてね、すると、みんな手伝ってく
れて、ダイビングでそれなりの役を果たしてくれる
んだ。でも、毎日のちょっとしたことが、一番満足す
ることだね　　  とイールセンは言います。

SCIENCE

A Clean Ocean

Growing a citizen



1,773

81

66%

1,673

1,460

205

調査したダイブサイトでの
水中時間（平均 28時間／週）

“ゴミなし”
調査 

Dive Against Debris®  2017 年
（QR 通過のみ）調査数

発見した、
絡まっている動物 

参加国数 

回収したゴミの総重量

65,496 kgs
144,395 lbs

品目のゴミを回収
218,799

報告されたすべての
ゴミのうちの
プラスチックの
占める割合

参加者数
11,462

1,161
2017年のDive Against Debris® 
ディスティンクティブ・
スペシャルティ受講者の総数

®  
 651 

2017年のDive Against Debris®
ディスティンクティブ・スペシャルティ・

インストラクターの総数

アメリカ合衆国 
313 調査数 
全世界調査数の17.65%

アラブ首長国連邦  
114 調査数 
全世界調査数の6.43%

インドネシア 
93 調査数 
全世界調査数の5.25%

®

データレポート

トップ3の報告している国々

2017 Dive Against Debris

Top3  reporting

DATA REPORT

COUNTRIES 
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BREAKDOWN

REPORTED TO DIVE 
AGAINST DEBRIS® IN 2017

Debris item

Top  items

プラスチックの細片
19,638 品目 8.98%

袋：食品雑貨／小売り（プラスチック）
8,203 品目 3.75%

食品の包装（プラスチック）
11,015 品目 5.03%

釣り：釣り糸
55,401 品目 25.32%

釣り：ルアー、
各種の釣り竿
12,755 品目 5.83%

カップ、皿、フォーク、ナイフ、
スプーン（プラスチック）
7,327 品目 3.35%

飲料ビン（ガラス）
10,357 品目 4.73%

ガラスと陶器の細片
5,149 品目 2.35%

飲料缶（アルミ）
11,399 品目 5.21%

飲料ボトル：2リットル未満（プラスチック）
10,618 品目 4.85%

プラスチック
143,365 品目 66%
ガラスおよび陶器
16,700 品目 8%

金属
36,255 品目 17%

ゴム
3,579 品目 2%

木材
1,896 品目 1%

衣類／布
7,558 品目 3%

混合
3,168 品目 1%

その他
2,887 品目 1%
紙／段ボール
3,391 品目 2%

10
2017年のDIVEAGAINST DEBRIS®に報告された詳細

ゴミの品目

品目のトップ10



みんなが本気で取り組むっていうのは 
本当に素晴らしいことです

- Kate Wilkins. またの名を「海の番人」。オーストラリア在住

コミュニティ活動

捨てられた漁具に取り組む、
Temple Adventures
（テンプルアドベンチャーズ） ‒ インド 

　南オーストラリアのダイビング・インストラクター
のKate Wilkins（ケイト・ウィルキンス） は、ダイビ
ング中にゴミを見るのが耐えられなかったので、何
かしようと決断しました。2017 年 2 月に、熱心な
Dive Against Debris® の ボ ラン ティア で あ る
Wilkins は、地元の桟橋のクリーンナップキャンペー
ンを1か月続けることにしました。

　　 私のキャンペーンのハイライトは地元の ABC
ラジオで放送され、キャンペーンについていろいろ
話ができました。いろいろな人たちからたくさんコン
タクトがあって、私が見つけたことに驚いたとか、自
分も出かけて自分なりにクリーンナップするつもり
になったという意見をいただきました。みんなが本
気で取り組んでくれるのは本当に嬉しいですし、自
分ができる方法で手助けしてほしいと思います
とWilkinsは言っています。

　Pondicherry（ポンディシェリ）はインド本土の小
さいけれども人口の多い街です。都市部からの廃
棄物ほとんどは最後には海に捨てられています。ト
ロール漁船の大船団が膨大な魚を捕っていて、採ら
れた何千匹もの魚が売れない雑魚として捨てられ
ています。悲しいことにウミガメや他の海洋生物が
この廃棄物に絡まってしまいます。 

        リーフに廃棄された漁網がたくさんあって、カ
メなどの大型海洋動物の大きな脅威になっていま
す。こうした漁網に動物が絡まって、死んでしまうか
らです        とRob Partridge（ロブ・パートリッジ）
は言っています。

　Temple Adventures のチームは、自らフィンを着
けてこの問題に取り組み、できるだけ絡まっている
動物を救助し漁網を回収しています。　

        ダイビングすれば、海洋ゴミの影響やトロール
漁業、それに、廃棄された漁網の影響を実際に目に
することができます。ダイバーとして、海はわたしたち
の第二の家です。自分の家をきれいにしておきたい
と思うのと同じで、海もきれいに汚さずにしておきた
いと思っています        とPartridgeは付け加えます。
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Dive Against Debris
MOBILE APP

®

モバイルアプリ

　Dive Against Debris® プログラムが成功するにはデータの報告が絶対に必要です。私たちの人数を増やす
ために、また、私たちのコミュニティのニーズに応えるために、新しいスマートフォン用のアプリを作成しまし
た。2017 年の6月から、Dive Against Debris® の参加者は世界のどこからでも簡単に電話で情報を記録でき
るようになりました。しかも、その反応は驚くべきことです。145% もデータの報告が増えたのです。自然保護
では、テクノロジーが重要なことがわかります。Dive Against Debris



Adopt a
DIVE SITE

Curacao（クラカオ）の
ダイブセンターが団結 ‒ カリブ海 

コミュニティの行動

ダイブセンターが団結 ‒ カリブ海 

ダイブし、教え、トレーニングし、
指導する、ブルーコーナーダイブ
   ‒ インドネシア 

™

　2017年にAdopt a Dive SiteTM プログラムは大き
く成長し、この年だけでも156以上のサイトが選ば
れました。スクーバ・ダイビング・コミュニティの独
自の水中スキルを利用するAdopt a Dive SiteTM に
促されて、スクーバ・ダイビング・リーダーたちは、
世界中で、地元で自然保護活動と私たちの水中の
遊び場をモニターする活動に引き続き争って参加し
ています。
　全部で368のサイトが、世界中の熱心なサポー
ターとボランティアたちに選ばれています。このプロ
グラムは、私たちが今後何年かで成長すると期待し
ている、世界市民の科学的フットプリントにとって
必要な基礎になります。

南カリブのクラカオ島のダイブセンターが一緒に
なって、何と12のダイブセンターが “Adopt a Dive 
SiteTM”に参加することになりました。「クラカオホ
スピタリティ＆ツーリズム協会（CHATA）」に率いら
れた「ダイブプロジェクトチーム」は、自然保護は単
独ではできないことを理解しています。それにはコ
ミュニティ全体が共同して働く必要があります。
CHATAの最高執行責任者（CEO）であるマイク・メ

ルセラ（Mile Mercera）はさらにこう説明していま
す：

　　 「ダイブプロジェクトチーム」が Dive Against 
Debris® と Adopt a Dive SiteTM のダイブ・タスク
フォースのコミットメントは、この島への海洋ゴミの
悪影響に対する認識を創り出し、そして、最終的に
は私たちの海の保護に関する認識を創り出すため
の大きな一歩です。しかし、持続可能な変化を創り
出すには、全コミュニティおよび政府、個人部門や
市民たちも同様に一緒になって、このCHATAの「ダ
イブプロジェクトチーム」の素晴らしいイニシアティ
ブをサポートする必要があります。

　ギリ、レンボンガンのダイブセンター、Blue Corner 
Dive（ブルーコーナーダイブ）は、2つのダイブサイ
トを選んできれいにしようとしてきました。しかし、
このコミュニティ行動でユニークなのは、彼らが
Adopt a Dive SiteTM を自分たちにビジネスモデルに
組み込んだやり方です。選んだダイブサイトのひと
つは、PADI® IDCの際にゴミがないか調査されてい
ます。もうひとつのサイトは、トレーニングでダイブ
マスターたちに使われています。

　Cody McDonald（コディ・マクドナルド）は、Dive 
Against Debris®をダイバートレーニングに組み込ん
で、ダイビング活動に欠かせないようにした理由を
次のように言っています...

　　「プロフェッショナル・レベル・コースの参加者
と一緒に活動して、海洋汚染への理解と海洋への
情熱を育てることは、我々の時代に本当に強調され
るべき事柄です。私たちがよいことだと考えている
のは、楽しみと情熱のいくらかを海洋保護と行動に
集めることです。こうした人たちを目覚めさせて育
てれば、彼らは他の人を教えて次第に広まりますか
ら、お金には代えられない価値があります」。
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Partnerships
AGAINST TRASH ゴミ反対パートナーシップ

　海洋ゴミ問題に対する解決策は －大きくても小さくても－ パートナーシップ、それに、変化を求めるサポー
トの高まりがなければ不可能です。私たちはユニークな水中の観点からの提案をしていますが、これはス
クーバ・ダイバーが報告する Dive Against Debris® のデータの助けを借りて作り上げたものです。プラスの
変化を与えるために、Project AWARE® はゴミに反対し、以下の組織とパートナーを組んでいます：



ADVOCATING 
FOR SHARKS 
AND RAYS

A Healthy Ocean

Responsible Shark 
AND RAY 
TOURISM: 
A GUIDE TO 
BEST PRACTICE

ダイブ・プロフェッショナルたちが
「最善の実践ワークショップ」に参加

コミュニティの行動

Responsible Shark 

健全な海　サメとエイの保護

　海洋生物にとって最も大きな脅威のひとつが乱
獲です。Project AWARE® は、この問題の核心にサメ
とエイの種の保護を掲げてきました。というのも、
サメとエイは乱獲で特にダメージを受けやすい種
だからです。実際、4種のサメとエイのうちのひとつ
は、主に乱獲のためのますます絶滅の危機が高く
なっています。サメとエイの未来（それに私たちの
海の惑星の健全さ）は、漁業と取引を引き続き管理
することに掛かっています。

　この脅威に行動で立ち向かうために、Project 
AWARE® は、基軸となる健全な海のプログラムを開
発し、この死活ともいえる問題全体に関する教育と
認識を作り上げることに焦点を当ててきました。
2017年単年で、以下のフィンを脱いだ活動を進め、
私たちのコミュニティが関わるようにしてきました :

　3月にProject AWARE®は、WWFおよび「マンタト
ラスト」と協力して、ダイビング運営者と現地当局の
参考になるこの実践的ガイドを発表しました。責任
を持ったサメとエイのエコツーリズムは、強力で補
足となる自然保護方針になりえます。また、それは、
運営者と地元のコミュニティの両者を同じく潤す、も
うひとつの収入源にもなりえます。

　9 月に、100 人以上のダイブ・プロフェッショナ
ルたちがサメとエイの観光を考える実用的でインタ
ラクティブなワークショップに参加しました。
Project AWARE® のスタッフとワークショップの参加
者は6つの基準によって活動し、最もよいやり方を
開発し、また、ダイビング活動を再検討し、スコア
カードを使って評価しました。

　参加者のひとりは次のように言っています。　
　　ワークショップが双方向で行なわれたので、
楽しくたくさんの知識を得られました。それぞれ
のテーマに関して、他の人の観点や意見を聞け
て、論議できて貴重な体験でした。おかげで、サメ
とエイの保護とそれに関するプログラムについ
て別の方法を考えさせてくれました

責任を持ったサメ
とエイの観光:最善な実施のためのガイド
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神話を暴く

Global Shark Trade
INFOGRAPHIC

　9月に、Project AWARE® は、「国連食料・農業機構（FAO）」の2015 年のレポート“サメ産品の世界市場の
現状”をイラストで示すサイトをリリースしました。高名な水産科学者であるShelley Clarke（シェリー・クラー
ク）博士と、サメとエイの科学と政策の専門家 Sonja Fordham（ソンジャ・フォルダム）の専門的アドバイス
を受けて、私たちはサメとエイの産品に関する世界マーケットの複雑さに関する洞察を示しました。

世界のサメ取引　イラスト情報

サメヒレとサメ肉の市場は実に世界的
で複雑です。
輸入者と輸出者を見つけましょう。
#GlobalSharkTrade

サメ市場の世界取引は増えています。
需要と供給、推移を見つけましょう。
#GlobalSharkTrade

サメヒレとサメ肉の取引には多くの国々が
係わっています。
取引の流れともっとよく管理するのに必要な
行動を見つけましょう。
#GlobalSharkTrade



& RAYS

#Divers4  Makos

Making CMS work

地域漁業管理機構（RFMO）
への関与 

請願、手紙、認識 

コミュニティの行動

Makos

Making CMS work

地域漁業管理機構（RFMO）

　地域漁業管理機構（RFMO）はサメとエイの生息数
に関する国際的な漁獲制限を決める力があります。
その行動によって、極めて移住性の高いさまざまな
種の無駄な廃棄と乱獲を防ぐための解決策が定め
られます。こうした方針の変更に弾みをつけようと、
私たちはサメ同盟―国際サメ支援（Shark Advocates 
International）、サメトラスト（Shark Trust）、エコロジー
トラストセンター（Ecology Action Centre）－とパート
ナーを組みました。 私たちは共同して、3つのRFMO
に狙いをつけました－大西洋マグロ保護国際委員会
（International Commission for the Conservation 
of Atlantic Tunas:ICCAT）、地中海一般漁業委員会
（General Fisheries Commission for the Mediter-
ranean：GFCM）、北西大西洋漁業機構（Northwest 
Atlantic Fisheries Organization：NAFO）の3つで、
これは以下のことを確保するためです： 

・ 科学を基本とするサメとエイの漁獲制限で大西洋
におけるアオザメとヨシキリザメを対象にするもの；
・ 大西洋のニシオンデンザメや地中海のヒメイトマキ
エイのような絶滅危惧種に対する厳格な保護；そ
れに、
・ サメヒレに関する協力で、強制措置をともなう禁止
措置。

　あらゆる場所のダイバーたちと海洋擁護者たち
はこの呼びかけに応えました。南アフリカからタイ
まで、中国からプエルトリコまで、11,800 人のダイ
バーたちが  #Divers4Makos 請願にサインしてシェ
アし、ICCAT 関係者が大西洋アオザメを保護する
ように強く迫りました。
　さらに別に12のカナダのダイブセンターがカナ
ダ水産海洋省大臣、ドミニク・ルブラン閣下宛の、
カナダのリーダーシップを求める手紙にサインしま
した。

（アオザメのためのダイバー）請願

　移動性の野生動物保護（Conservation of Migra-
tory Species of Wild Animals:CMS）に関する会議
では、問題になっている移動性のサメとエイの見通
しが改善されている可能性が話し合われました。そ
れでも、リストに載っている種を最大の驚異である乱
獲から守るメンバー諸国の具体的活動は、驚くほど
貧弱です。いくつかの国には、定住性のサメやエイの
保護制度があります。しかし、多くの種は非常に長い
距離を移動し、国境をまたぐこともよくあります。傷
つきやすい移動性の種が確実に生き残るようにする
ためには国際協力が絶対に欠かせません。

　2017年10月に、CMS CoP12において、私たちは
CMSにリストされたサメの種に対して現在まで具体
的行動がとられていないことに遺憾の意を表明し、
保護を求めるパートナーと一緒に“サメのための
CMS作業をつくる：アオザメにスポットライトを当て
る”という関連イベントを立ち上げて参加し、CMSの
リストアップした大西洋における種に対する未規制

サメとエイのための
CMS作業をつくる

の漁業に直ちに終止符を打つことを強調しました。
私たちは、責任をもって行動し、125のCMS関連団体
に対して、優先順位を決め、教育し、擁護し、漁獲量
を決めることを通して、リストアップされたサメとエイ
の種に対する義務を全うするように勧めています。

PETITION

FOR SHARKS 
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AWARE Shark
CONSERVATION 
DIVER
SPECIALITY

若者と年寄りを応援する
 ‒ Katerina Topouzoglou
（カテリーナ・トポゥゾグロゥ） ‒ ギリシャ 

コミュニティの行動コミュニティの行動コミュニティの行動

CONSERVATION 
DIVER
SPECI

Educating the Next
GENERATION 
OF OCEAN 
ADVOCATES

© Andy Murch, Big Fish Expedition

　Katerina Topouzoglou は、こう認めています。
　　 私、全部のことを少しだけするの　　 。とはい
うものの、彼女の名を高からしめたのは、若者と年
寄り 3,000 人以上に届けた、彼女が主催した
AWAREサメの保護セミナーなのです。

　Katerina は、どうやって参加した人たちの目に火
を点けたのか、こう教えてくれました。　　サント
リーニ近くの漁師のグループが私のセミナーに参加
してくれたんです。最初、彼らは自分たちがサメを殺
しているのを自慢していました。しかし、最後になっ
て、その組織の代表が私のところに来て、自分たち
のやったことを謝ってくれて、今後はサメを捕まえた
ら放すと約束してくれたんです　　。

の漁業に直ちに終止符を打つことを強調しました。
私たちは、責任をもって行動し、125のCMS関連団体
に対して、優先順位を決め、教育し、擁護し、漁獲量
を決めることを通して、リストアップされたサメとエイ
の種に対する義務を全うするように勧めています。

　子どもたちにサメとサンゴ礁が大事なことを教え
ることから、地域の漁師たちと協力することまで、
2017年にProject AWARE®は、さまざまなコミュニ
ティで、自然保護に関する認識が高まるように教育
し、それに対する認識を作り出すように活動してき
ました。

次の世代に海洋擁護の教育をする

　私たちのコースは引き続き非常に人気があり、今年
は世界中で800人のダイバーがサメの保護を支援す
る輪に加わりました。

AWAREサメの保護
スペシャルティ



Our SUPPORTERS
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$74,870

2017年中
の基金募集が
合わせて合計

になりました

 

PADIマリンスクール：
子供向けサンゴプログラム ‒ 日本

スクオーラ・ダ・アマーレ ‒ イタリア

コミュニティの行動

私達のサポーター

　2017年に、子どもたちとその家族が “チーム美ら
サンゴ ”のノンダイバー・プログラムに参加しました。
これは、Project AWARE（日本）とナショナル ジオグラ
フィック チャンネルが協力したイベント「PADI®マリン
スクール」の中で実施された、フィンを脱いだプログ
ラムです。このプログラムは、若いサンゴの株を育て、
それがどのように植付けられて、海底で育つかをグラ
スボートやスノーケリングで観察するという内容で構
成されています。参加した子どもたちは、サンゴ苗を
付けるスティックにメッセージや絵をかきました。

　「スクオーラ・ダ・アマーレ」プログラム（注：アマー
レ；Amareは、愛するという意味だが、海；mareが
含まれる：海を愛する学校の意味が含まれる）、これ
は海洋リテラシーとスクーバ・ダイビングを学校に
持ち込むためのものですが、これがイタリア中に波を
起こしています。グリーンバブル（Green Bubbles）、
DANヨーロッパ、それにProject AWARE®の協力で、
90 人以上の PADI® ダイブリーダーたちが海洋の世
話をする次の世代の人たちを応援しています。

　海洋保護は、大きなものであれ小さなものであれ、
私達の活動すべてにかかっています。今や、ひとりひと
りの地元での活動が私達の惑星にプラスのインパクト
を、これまでないほど与えることができるし、まさに、そ
うなっていることを誰もが気づいています。私達が自然
保護のために集まれば、大きな変化をもたらすことが
できます。私達のコミュニティは、今年、以下のように驚
くほどの財政的パートナーを得ることができました：

　いったい何が得られるのでしょうか。努力と情
熱、人材や資材が一緒になると。Finathon活動の
素晴らしい運営になるのです！2017年に、フロリダ
のLana Sielskiは自分のコミュニティを動員して4年
連続で海洋のための基金を募集しました！ 

          仕事や楽しみで、水の上、中、下で時間を費や
さなかった日は一日もありません。教育者として、自
分が情熱を傾けている地元のさまざまな自然保護
活動を組織し、他の人を盛り上げるチャンスを得た
のは本当にラッキーでした  　   と、Sielskiは言って
います。

　PADI®ダイブマスターであるSam Richesは、その
ときまさに恐るべき一撃を受けました。7年間も大事
に伸ばして手入れをしてきた本当に好きでたまらない
ドレッドヘアをバッサリ切って、Richesは、友人や家族、
スペインのSimply Diving（シンプリー・ダイバーズ）
のダイバーたちに、彼のスポンサーになってくれと頼
みました。Richesが言うには、　  すごい量のサポー
トに圧倒されたよ。目標を破って、€340も積み上げた
んだ。本当にすごいことだ－ボスたちまでが自分のヒ
ゲや頭を剃って目標をサポートしてくれたんだ　　。

4年続けて
 ‒ Lana Sielski（ラナ・シールスキ）、
フロリダ、USA  

バッサリとやる
 ‒ Sam Riches（サム・リチェス）、
スペイン 
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2017FUNDRAISERS
$5,000 - 
9,999 USD

$1,000 - 
4,999 USD

$500 - 
999 USD

$1 - 
499 USD

 · Rainbow Reef Dive Center
 · Muraari Vasudevan

 · Stuart Cove
 · Dive Worldwide
 · Kees Edelman
 · Elba Elena García Garate
 · Lisa Jarosik
 · Josiah Mackin
 · Phetoudone Nivanh
 · Spencer Alexander Oh
 · Liz Parkinson
 · Allison Pixler
 · Brandy and Tiki Reisdorff
 · Lauren Sims
 · Pia Venegas
 · Rachael Williams
 · Lauren Wiskerson
 · Christina Zenato
 · Anna Zywiolek
 · GVI Mexico Pez Maya

 · James Brown
 · Shawna Cheyne
 · Shari Donison
 · Anna Harrison
 · Lucy Hough

 · MaD-Tiki Photography
 · Rino Amodeo
 · Aquamarine Diving Bali
 · Ryan Archer
 · Matt Arnholt
 · Ava Audrey
 · Avoca Beach Primary school
 · Matt Ayres
 · Emily Bates
 · Simon Bell
 · CJ Bernstein
 · Peter Bickerton
 · Blue Marlin Komodo
 · Ryan Brownell
 · Andreas Brustmann
 · Sara Rose Cagle
 · Camel Dive
 · Jess Camps
 · Curtiss Carter
 · Courtney Citro
 · Joshua Cohen
 · Kimberly Cooper

 · Barrett Jackson
 · Alexandern Kohls
 · Christine McCutcheon
 · Patrick Pan
 · Tobi Schnell
 · Molly Shephard
 · Tina Smith
 · Kim van Winkel
 · YCIS-HK

 · Lindsey Darter
 · Esther de Kruijf
 · Jesse Dean
 · Andrew Collins Divecrew
 · Rita Vella Diveshack
 · Amanda Dorahy
 · Diana Endsor
 · Brian Farina
 · Orsi Fulop
 · Seren George-Davidson
 · Mary Gilpin
 · Grazia Palmisano (Orca     
Diving Centre)
 · Becky Harvey
 · XIAOFEI HE
 · Beesea Hsieh
 · Pete Vickers (Immerse 
School of Diving)
 · Kim Langridge (IOW Divers)
 · Melissa Jones
 · Adrian Jones
 · Scuba Junkie
 · Shana Kent
 · Relin LI
 · Maslina M Jalani
 · Blaine McFarland
 · Laura Myers
 · William Nash
 · Kyoungbin Noh
 · Ollie Powell
 · Sharon Patterson
 · Kristen Potter
 · Flavio Scotto D’Abusco 
Prodiving Roma

2017基金募集者

　海の英雄は、まったく違った姿格好でやってき
ます。そして、この例では、年齢も違います。オース
トラリアのニューサウスウェールズに住む8歳の
Seren George-Davidsonは、通っている海洋保護の
基金を集めるために学校全部に呼びかけました。
　　私は学校に、Project AWARE®は慈善活動でサ
メとエイが死なないよう保護するのを助け、私達
がほったらかしたゴミをすべて綺麗にする手助け
をしていると言ったの。子どもたちはみんな、これ
はすごい慈善活動だと思ってくれて、イエスと言っ
てくれたの！　  とGeorge-Davidsonは言っていま
す。小学校の子供達は、海がテーマのディスコで
$600の基金を集めました。

海洋のためにステキなリズムが
学校のディスコで響きわたった、
Seren George-Davidson
（セレン・ジョージ ‒ ダビッドソン） 
  ‒ オーストラリア



Marathons
アメリカ銀行　シカゴマラソン:

TCS ニューヨークシティマラソンチーム： 

タフマダー

 · Quo Vadis Beach Resort Inc.
 · Ashlynn Reynolds
 · Lucja Rice
 · Tim Richardson
 · Michael Richardson
 · Sam Riches
 · Brian Rickman
 · Jo Roberts
 · Scuba Junkie
 · Scott Senjanin

 · Lana Sielski
 · Bryan Stiver
 · Samantha Susson
 · Joey Taravella
 · Randy Tay
 · Terrigal Public School
 · James Tuite
 · Erin Vasudevan 
 · Roshan Vemuri
 · David Skinner (Viewpoint 
Diving Cornwall)

 · Paulo Vilarinho
 · Rachel Watts
 · Mark Rayner (Wavecrest 
Scuba)
 · Paul Wolffer
 · Dylan Zicconi
 · Jacqueline Zuanich

マラソン

　2017年、Project AWARE®のシカゴマラソン
チームは、ランナーが11名に増えました。この
試練に耐えたアスリートたちは海洋保護の名の
もとに、一緒に26マイル以上走っただけでな
く、全部で$13,581の基金を得ました。

　Project AWARE®のニューヨークシティマラ
ソンチームは小さいけれど強力でした。6名
のランナーが海洋保護を掲げて全力を出し、
$16,240の基金を獲得しました！

　世界中で Project AWARE® をサポートして基
金を集めている人たちが2017年に「タフマダー
（Tough Mudder）」（泥んこ障害物レース）に参
加しました。連合王国（イギリス）、オーストラリ
ア、合衆国全土からProject AWARE® の最初
の「タフマダー」世界チームが、海洋保護を支
援する基金を募り認識を深めようと真剣に取
り組んで、泥だらけになっています。この海洋
の擁護者たちは 18 キロ／ 12 マイルの泥と障
害物と格闘し、私たちの海を守るために欠か
せない基金を獲得しました。世界チームは、
みんなで、$13,979.38 を獲得しました。
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100% AWARE
PARTNERS

 · Academy of Scuba
 · Acqua Life Dive Center
 · Action SCUBA
 · Christopher Adams
 · Aegean Seals Diving 
Center
 · Aiguablava Dive Center
 · Fouad Al Hakami
 · Alaa Saeed Al Masri
 · Hussain Ahmed Al-Abbas
 · Bernd Albert
 · Alberta Adventure Divers
 · Ali Aldarbi
 · Sven - All4Diving               
Indonesia
 · Alpha Divers
 · Alpha Divers Kuwait
 · Amarilla Divers
 · Ryan Anderson
 · Mahdi Andijani
 · Andy Stewart
 · Fabrizio Angeloro
 · Anthias
 · Aqua Hands
 · Aqua Plein Air, Inc.
 · Aqua Safaris Scuba Center
 · Annabel - AquaMarine  
Diving-Bali
 · Aquarius Diving Club
 · Aquatic Center of         
Rochester
 · Archimede, Centre de 
plongée
 · Archipel Diving Centre
 · Rafael Arocha Garcìa
 · Monica - Asia Dive       
Academy
 · Pablo Aso Martin De 
Vidales

 · Ozan Atabilen
 · Aviva Dive & Travel
 · B&J Diving Centre
 · B&J Diving Centre Sdn. 
Bhd
 · Claudio Baccinelli
 · Jose David “Balky” -     
Balcazar Melgar
 · Bali Hai Diving Adventure
 · Ban’s Diving Resort
 · Barbados Blue Water 
Sports
 · Barefoot Divers
 · Samit - Barefoot Scuba
 · Bayplay Adventure Tours
 · Adrian ‘Bev’ Bebbington
 · Danilo Bellese
 · Constantin “Costa”       
Benedic
 · Andrew - Beqa Adventure 
Divers Ltd
 · Best Spot Azores Dive 
Center
 · Peter Bickerton
 · Big Blu Mafia Island DC
 · Big Blue Vanuatu
 · Wilfred Bindervoet
 · Black Beard Sports
 · Andrew - Blue Corner Dive
 · Kim - Blue Marlin Komodo
 · Blue Ocean Wassersport
 · Blue Planet
 · Blue Submarine
 · Blue Water Divers
 · Ronald Boice
 · Saralyn Borg
 · Trevor Bowden
 · Andre Brasseler

 · John Brett
 · Brisbane Dive Academy
 · Steven Brown
 · Andreas Brustmann
 · BUBBLES Dive Centre
 · Buddies Dive Cove
 · Mohamad H Buhamadi
 · Burbujas
 · Antonino ‘Nino’ Calamia
 · Guillermo Camara Molina
 · Mike - Captain Cook    
Cruises Fiji
 · Paolo Cardani
 · Josep Lluis Casals       
Massuet
 · Ceningan Divers
 · Centro Buceo Pedreña
 · Centro de Buceo           
Pichidangui
 · Ceylon Water Sports (PVT) 
 · LD Nilaveli Diving Centre/
Unawatuna Diving Centre
 · Edward Chan
 · Daniel Chan
 · James Chandler
 · Mu-Han Chang
 · Liang  Chen
 · Christopher Southall
 · Fu Chun
 · Christopher Cirillo
 · Matt Clements
 · Club Subaquatique de        
Vernier
 · Josh Cohen
 · Coral Grand Divers
 · Geoffrey Creighton
 · Crystal Dive Resort
 · Minni Crystal Divers

　世界中のスクーバ・インストラクターとダイブセンターが、100% AWAREパートナーシップを通じて
海洋保護のサポートに献身的に関わってきました。こうしたパートナーが継続的に認定した受講生1人
ひとりからの寄金をProject AWARE®へ届けてくれるおかげで、きれいで健全な海を守るために欠かせ
ない基金が得られます。

100% AWARE　パートナー



 · Crystal River Watersports
 · Jennifer Cumming
 · Cyprus Underwater              
Explorers Ltd
 · Jonas Dahringer
 · Kelvin Dale
 · Bird Darrell
 · David Du
 · Dirk de Does
 · Deep Blue Divers
 · Bart Den Ouden
 · David Denton
 · Summer Denzel
 · Diamond Diving
 · Dominic Diodato
 · Discovery Divers
 · Dive Friends Bonaire
 · Dive Funatics
 · Dive Georgia, LLC
 · Dive Point Red Sea
 · Simone Dive Resort    
Thalassa
 · Dive Shack USA
 · Will - Dive Tropex Tokoriki
 · Dive Wananavu
 · Kate - Dive! Tutukaka
 · Divecenter Scubido
 · DiveCenter.com - Eco Dive 
Center
 · Diver City Scuba Inc.
 · Divevolution
 · Divewise
 · George - DiveZone
 · Divine Diving
 · Diving Academy by             
Scubacqua
 · Diving Bee Marine House
 · Diving King Corporation
 · Donald Day
 · Down Under Dive Shop
 · Didier Duprat
 · Dykcentrum Gullmars-
fjorden
 · Joshua Dykman
 · Eaglehawk Dive Centre
 · Easy Dive Resort
 · Eat Sleep and Dive by         
Gabriela Walser
 · Ecodive
 · Ian Edge

 · Jay Elson
 · Sascha Engeler
 · Algan Ergene
 · Evolution 2 Lorient
 · Explore - Hamilton Island
 · Art Fallon
 · Fantasea Diving
 · Brian Ferguson
 · Wessling - First Buddy        
Tablas
 · Flip Flop Divers
 · Florida Seabase
 · Florida Underwater Sports
 · Damien Flux
 · Sean Flynn
 · Four Seasons Kuda Huraa
 · Four Seasons Landaa          
Giraavaru
 · Derek Freres
 · Hung Froggy Diver Co. Ltd.
 · Fun Dive Club
 · Massimiliano Gallino
 · Jan - Gangga Divers Bali
 · Marco Giovannini
 · Go2Island
 · Got Air Scuba
 · John G. Gransbury
 · Great Adventures Bonaire
 · David Groth
 · Markus Gstrein
 · Bruce Hall
 · Tyler Hammel
 · Caleb Hayes
 · Michael Hayes
 · Chris Heaton
 · Jill Heinerth
 · Helena Scuba
 · Shellie Hernandez
 · Jenny Hillman
 · Hi-Tide Divers
 · Douglas Honório
 · Huang Hsun-Wei
 · Po Hsiung Huang
 · Michael Hughes
 · Ian Riley
 · I-Divers
 · IK Diving
 · David Imschweiler
 · Hasan Indus Scuba
 · Iron Sub

 · Jack Power
 · Jack’s Diving Locker
 · Barrett Jackson
 · Jacob Childs
 · Monther Jamal
 · Jean Michel Cousteau’s 
Caribbean Diving
 · Jetty Dive Centre
 · Vivien Siaw Lee Jing
 · Parker Johnson
 · Jon Doughty
 · Karma Dives
 · Rich Karren
 · Jason Keefer
 · David Keene
 · Martin Kelly
 · Shana Kent
 · Imad Khashfeh
 · Hassan Khayal
 · Kholousi Khayal
 · Min Hyeok Kim
 · Kohala Divers
 · Alexander Kohls
 · Kosrae Village
 · Alexey Kozin
 · Lisa Krygsveld
 · Nicolas Laatsch
 · Lahaina Divers, Inc.
 · Lanzarote Non Stop Divers
 · L’Aquila DC By ASD L’Aqui-
la Nuoto
 · Ilaria Laterza
 · Simon S. Lau
 · Moh Boon Leng
 · Tim - Liquid Dive             
Dumaguete
 · Live & Let Dive
 · Living The Dream Divers
 · Laura Lomazzi
 · London Diving Centre
 · Evan Long
 · Marco Lusa
 · Mark Mack
 · Made in Blue
 · Made Made Suwena
 · MaiDiving Divecenter
 · Ploy  Malaiwongs
 · Martin - Marlin Divers Pte. 
Ltd
 · Martin Green
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 · Richard - Matava - Fiji’s 
Premier ECO Resort
 · James McKay
 · Mark McNamara
 · Armando Mesen
 · Hans-Joachim Meyer
 · Micronesia Divers                
Association
 · MICRONESIA ECO DIVERS
 · Dominik Mikolajczyk
 · Shiu Ming Chan
 · Rick Miramontez
 · Moby Diving
 · Gregory Molendyk
 · Shannon Montalvo
 · Leobardo Morales 
Cervantes
 · Anthony Morton
 · Muhamad Bin Abdullah
 · William “Bill” Nash
 · Nautilus
 · Penny Nelsen
 · Nemo Viva
 · Nereus Dive Center
 · Tim Ness
 · Justin Newton
 · OBI BLU
 · Ocean Plus Saipan Inc
 · Oceans Unlimited
 · Ocotal Resort
 · Tito Oliveras
 · One Two Dive
 · One&Only Reethi Rah Dive 
Centre
 · Orangeshark H2O Diving 
Centres
 · Gasper Otorepec
 · Oxford Dive Centre UK
 · Pacific Freediving
 · Paradise Divers
 · Silvio Parigi
 · Passions of Paradise
 · Patriot Scuba
 · Oliver R. Payne
 · Daniel Anton Pérez
 · Gwennael Perrin
 · Perth Scuba
 · Peter’s Dive Resort
 · Planet Ocean

 · Madhava - Planet Scuba 
India PVT LTD
 · Lauren - Plataran Dive
 · Claus Poehler
 · Donald Pollitt
 · Yasutaka - Poni Divers - 
BALI
 · Ollie Powell
 · ppO2 mergulhos
 · Pura Vida Divers
 · Qi Palawan
 · Rainbow Divers - Vietnam
 · Rainbow Reef Dive Center
 · Red Mangrove Dive Center
 · Jose Luis Saenz Reyes
 · Rich Coast Diving
 · Angel Rijos
 · Timothy Riley
 · Dave Rintoul
 · Martin Ritter
 · Roatan Dive Center
 · Rocket Frog Divers
 · Yvan Rouxel
 · Jon Rusho
 · Charles Russell
 · Russell Hosp
 · Rutgers University Scuba
 · SA Scuba Shack
 · Sabine Henkel
 · Sail Caribbean Divers
 · Sailing Club Divers
 · Sairee Cottage Diving
 · Leo Saldunbides
 · Samana Diving
 · San Diego Scuba Center
 · Gary Sanderson, Jr.
 · Restuning Sandini
 · Patrick Scott
 · Scuba 6 Eco Diving
 · Ahmed Scuba Adventures 
- Pakistan
 · Scuba Center Asia
 · Scuba Junkie
 · Scuba Monkey
 · Scuba Shack Koh Tao
 · Sim Scuba Symphony
 · Scuba Wild
 · SCUBAble
 · Scubalino Tauchen Reisen 
GmbH

 · Scubatude
 · Sea Sky Jeju
 · Sea Ventures Dive Center
 · Hyun Joon Sea World Dive 
Center
 · Seaisee Dive Center
 · Seals Diving Centre
 · Seattle Scuba
 · Curtis Snaper
 · So High Diving Center
 · Kristina Soderquist
 · Shaun Soenen
 · Robert Soncini
 · Southern Maryland Divers, 
LLC
 · Gregory Sparkman
 · David Speer
 · Karina Sprechler Petersen
 · Christian St Pierre
 · Kai Steinbeck
 · Lyon Stephen Lyon
 · Steven Schwankert
 · Jan Sturre
 · Sub Aqua Tech
 · Subnauta
 · Summer Dive Center
 · Sunchaser Scuba
 · Sweet Bottom Dive Center
 · Mike Tairua Dive & Marine
 · Christian Tamayo-Villa-
gran
 · Scott Taylor
 · Tech Dive Academy
 · The Dive Bus
 · The Dive Shack
 · The Dive Spot, Inc
 · The Green Shark
 · The Maryland Scuba 
Center
 · The Reef Marina
 · The Ski & Scuba Connec-
tion
 · Three Diving Club
 · Scott Tilley
 · Timothy Ramseyer
 · Tinos Dive Centre
 · Turismo Curu
 · Universidad Anahuac
 · University of Malta Diving 
Resource Centre



 · Utila Dive Center
 · Utila Lodge-Bay Island College of Diving
 · UTW Palladium Kantenah
 · Pascal Van der Lei
 · Frank van Klaveren
 · Viewpoint North Diving
 · VIP Diving
 · Mike Viti Water Sports - Matamanoa
 · Mike Viti Water Sports - Nadi
 · Vivian Dive Centre
 · Waiheke Dive and Snorkel Ltd
 · Trayling - Waikawa Dive Centre
 · Stephen Watkinson
 · Rachel Watts
 · Wavecrest Scuba
 · Eric Webster
 · Bruce Weitzenhoffer
 · West Side Scuba Centre
 · Terry Wilkins
 · Christopher Willey
 · William Stevenson
 · Sacha Williamson
 · Curtis Wilson
 · Mark Wolff
 · Adam Wucherpfenning
 · XTC Dive Center
 · Zheng Yinghao Zheng
 · Shan-Chen Yu
 · Amr Zakaria Ali
 · Li Zhu

g
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Radicool kidsool kids

Corporate
PARTNERSPARTNERS

Ocean Film Festival

PADI®  Japan
www.padi.co.jp/visitors/aware/activity.asp 
www.facebook.com/projectaware.jpn 

Fourth Element

CLIF Bar

tival

ourth Elelement

ool kidssool kid

CLIF Barrrr

Rapanui

PADI® ‒ The Professional Association of Diving 
Instructors、世界最大のスクーバ・ダイビング教
育機関で、1989 年にダイバー教育を通して環境へ
の認識を高めるために Project AWARE® を設立し
ました。今日、Project AWARE® は別の非営利団体
であり、自ら基金を獲得し、自らのミッションと目
標を追求する世界的運動になっています。PADI®
は金銭以外のサービスで Project AWARE® をサ
ポートしていて、私たちを世界中のダイバーとプロ
フェッショナルのネットワークに結び付けてくれ、
同時に、様々なやり方で私たちの寄付集めに協力
してくれています。

PADI® Professional Members ‒ 世界中のPADI® 
プロメンバーと私たちとのパートナーシップは、
世界的な保護活動とプログラムに力を与えてもら
うのに不可欠です。PADI®のプロメンバーは、
地域の保護をリードし、熱心に活動しています。
Project AWARE®は、彼らのサポートがなければ
私たちの目標とミッションを達成することはでき
ないでしょう。

団体パートナー



SILENT AUCTION 
SPONSORS

 · Abyss Ocean World
 · Anchor Dive Lights
 · Apeks
 · AquaMarine Diving - Bali
 · Aquamarine Jewellery
 · Atlanta Designs
 · Backscatter
 · Beaver Sports
 · blue o two
 · Camel Dive Club & Hotel
 · Cameras Underwater
 · Deepblu
 · Dive Worldwide
 · Dive! Tutukaka & Perfect Day 
Ocean Cruise
 · Divesangha
 · Dopper

 · Emperor Divers
 · EVE Diving
 · Fish Frog Photography
 · HELIOS
 · Ikelite
 · Light & Motion
 · Mark Caney
 · Nautilus Liveaboards
 · Nick Oneill Art
 · “Oh, Dakuwaqa!” by Anju 
Sabu
 · PADI®
 · Prawno Apparel
 · Radicool Kids
 · Rapanui
 · Regaldive
 · Roatan Divers

 · Rolex
 · Scuba Diver Magazine
 · SCUBAPRO
 · SEIKO
 · Sharks - Australian Football 
Club
 · TIWI Collage Project
 · TUSA
 · Wiskerson Art

38 
スポンサー数

90ヶ国の  
参加

117 
入札者数

£6,667
購入額

60 
抽選数

等賞のタイトルは、ダイビングに行こう！
Tutukaka & Perfect Day 
Ocean Cruiseで £500の基金提供
（研究船 Acheron号での2名の旅行）

®

ProjectAWAREの
 25周年　
サイレントオークション　
スポンサー

ProjectA ’’’ERAW s
25th ANNIVERSARY 
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ProjectAWARE
DONORS

$1,000 - 
4,999 USD

$500 - 
999 USD 

 · Amelia Foundation
 · Jeff Bayha
 · Shannon Bownds
 · Michelle Burnett
 · Debris Free Global Inc
 · Megan Denny
 · Michelle Depew
 · Dive Worldwide
 · Fernando Elizondo B
 · Felsten Fishman Family 
Foundation
 · Franklin Philanthropic   
Foundation 
 · International Scuba
 · Tisa Moore
 · Nadia Mulla-Ali
 · Brendan Narancsik
 · Martin Nash
 · Spencer Oh
 · Perth Scuba
 · Kimberly Randal
 · Thomas Richardson
 · Tuomas Saarinen
 · The Stop & Stor Charitable 
Fund
 · Kathryn Wilstein
 · Glenn Wright

 · Mark Ansell
 · Michele Chan
 · Susan Cheyne
 · Norman Cove
 · Jason Culliton
 · Franziska Daeniker
 · Cynthia Deitrick
 · Richard Delahay
 · Tiziano D’orazio
 · Patrick Ewing
 · Christopher Flye
 · Jeremy Fry
 · Kimberlee Herold
 · Susan Hill
 · Laurie Hill
 · Todd King
 · Justin Lang
 · George Lewis
 · Hank Louis
 · Anthony Ludmilin
 · Kieran Mckey
 · Brian McLaughlin
 · Rachel Nakamura
 · Henrik Nimb
 · Douglas Oare
 · Charlene Sace
 · The Customers and Crew of 
Skallywag Tactical
 · Karen Shelton Brown
 · Roger Shields
 · Carolyn Sims
 · Todd Sims
 · Peggy Sloan
 · Richard Smith
 · Michael & Linda Stevens
 · Anita Strauss Family      
Foundation
 · Garth Swanson

 · Jim Szczurek
 · Hadrian Szpurka
 · Anna Szpurka
 · Albert Vor Keller
 · Matthew Wheeler
 · Marat Zhandossov

®

ProjectAWARE ®  寄付者



The Next Wave 
OF OCEAN PROTECTION
海の冒険に対するあなたの情熱と
海洋保護という目標を結びつつ 

海ゴミと海の汚染をなくす

2017年に私たちが成し遂げたことを
誇りに思いますし、また、海洋保護の次の波を
私たちは楽しみにしています。
2018年およびそれ以降も、きれいで健全な
海洋のために地域と世界で影響を与えるように
責任をもって行動していきます。

サメやエイのような危機に瀕する
海洋の種に対して 

きれいな海 保護1. 2.

　2017年に、私たちの25周年を祝う一端として、私たちの
世界的コミュニティに投票キャンペーン（次の波）をお願い
し、海洋問題の何に最も注目すべきかを教えてもらうよう
にしました。上位の2つは以下でした：

海洋保護の次の波
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アメリカ
Dr. Drew Richardson, 議長
Kristin Valette, 総務/財務
Jenny Miller Garmendia
Dr. Deborah Brosnan
Jeff Nadler

局長、統括運営
Danna Moore

方針スペシャリスト、
クリーンオーシャン
Hannah Pragnell-Raasch

コミュニティ関連マネージャー
Joanne Marston

コミュニティスペシャリスト
Louise Kraechter

コミュニティ自然保護オフィサー
Jack Fishman
 

ヨーロッパ、
中東、アフリカ
Mark Caney, 議長
Suzanne Smith, 総務/財務
Dr. Drew Richardson
Kristin Valette

アジア・パシフィック
Henrik Nimb, 議長
Matthew Hill, 財務
Dr. Drew Richardson
Kristin Valette
Jenny Miller Garmendia

副局長、
統括コミュニケーション
Domino Albert

コミュニケーションスペシャリスト
Megan White

コミュニケーションおよび翻訳
コーディネーター 
Stefania Di Dio

統括技術・デザインスペシャリスト
Christine Kulick

運営およびプログラム
拡大マネージャー
Michelle Davidov

開発マネージャー
Lauren Wiskerson, CFRE

基金募集および渉外
スペシャリスト
Orsi Fulop

統括会計スペシャリスト
Erin Kincade

管理アシスタント 
Kian Clineff

管理アシスタント
Seira Obana

*

*  印刷時点でのもの

海洋保護のサポートで写真や時間、大変な仕事を費やしてくれた
Project AWARE®のボランティアたちに特別な感謝を捧げます。

®

取締役会 

Project AWARE®
チーム*

Board of

Project AWARE

DIRECTORS

TEAM



Where Conservation Meets AdventureSM

www.projectaware.org

United States
30151 Tomas, Suite 200, Rancho Santa Margarita, CA, USA 92688 

+1 949-858-7657

United Kingdom
The Pavilions, Bridgwater Road, Bristol BS13 8AE 

+44 117-300-7313

Australia
Unit 3, 4 Skyline Place, Frenchs Forest, Sydney, NSW, 2086 

+ 61 2-9454-2890

PADI ® Japan  Volunteer Office
+81 3-5721-1731


